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被験者は，大阪歯科大学附属病院勤務の歯科医師 10名（男性 9名，女性 1名，平均年齢 27.8歳）




た．タッピング直後では，コントロール群で 110.8%まで上昇し，金属箔 1枚で 127.4%，2枚で 135.8%，
3枚で 157.0%，4枚で 174.4%まで上昇した．統計学的解析では，金属箔 2枚における安静時と 1分
後，金属箔 4枚における安静時と直後，1分後および 3分後に有意差が認められた． 
また，タッピング直後における SAAの増加率と咬合接触との関連性を示すため，相関係数を算出し
た．被験歯と咬合接触の点数，面積および 1点当たりの面積で正の相関が得られた(点数 r = 0.39 , 面
積 r = 0.53 , 1点当たり r = 0.31 )．被験歯および両隣接歯の咬合接触の点数，面積および 1点当たり
















被験者は、大阪歯科大学附属病院勤務の歯科医師 10 名（男性 9 名、女性 1 名、平均年齢 27.8 歳）




た。タッピング直後では、コントロール群で 110.8%まで上昇し、金属箔 1枚で 127.4%、2枚で 135.8%、
3枚で 157.0%、4枚で 174.4%まで上昇した。統計学的解析では、金属箔 4枚における安静時と直後、
1分後および 3分後に有意差が認められた。 
タッピング直後における SAAの増加率と咬合接触との関連性を示すため、相関係数を算出した。被
験歯と咬合接触の点数、面積および 1点当たりの面積で正の相関が得られた(点数 r = 0.39 、 面積 r = 
0.53 、 1点当たり r = 0.31 )。被験歯および両隣接歯の咬合接触の点数、面積および 1点当たりの面
積で正の相関が得られた(点数 r = 0.51、 面積 r = 0.56、 1点当たり r = 0.39 )。 
以上から、唾液アミラーゼの活性値の変動を測定することにより咬合の良否を判定できる可能性を
示唆した点において、本論文は博士（歯学）の学位を授与するに値すると判定した。 
